
１．はじめに 

1.1 研究の背景と目的 

 近年、少子高齢化や担い手不足が深刻化する状況にお

いて、地域の誰もが参加し、主体的に支え合う共生社会

の実現が求められている。1）そうした中、様々な課題を

抱える石川県輪島市の中心市街地において、障がい者の

生活支援を始めとした共生社会の実現による地域課題の

解決と活性化を目的としたプロジェクトとして 2018 年

からスタートしたのが、社会福祉法人佛子園と青年海外

協力隊の OBOG で構成された JOCA （以下JOCA）による

共同プロジェクト「輪島KABULET」である。 

 本研究では、上記の地域居住福祉施設群である「輪島

カブーレ」を対象に、その開設3年後の地域における「社

会化」の実態とその論理を、施設の設計者である西川英

治の「ごちゃまぜ」設計論を検証しつつ明らかにするこ

とを目的とし、以下２点の調査分析を行なって研究を進

める。 

①2020年における利用・交流事例と施設運営・建築設計 

 

の特徴との関わり 

②開所から 3 年間で行われてきた日常的な施設利用以

外の関係性構築への取り組み 

 複合型福祉施設の利用・交流事例に着目した研究 2） 3）

はこれまでにも行われて来たが、施設と地域間での関係

性構築については記述されておらず、また輪島 KABULET 

の先行研究 4）と比較しても、開所から3 年後の2020 年

における利用・交流の全体像と施設運営・建築設計の特

徴との関係について分析した点において、本研究に新規

性があると考える。 

1.2 調査概要 

本研究では、施設運営者である輪島KABULET 職員と施

設サービス利用者、さらに設計者である五井建築研究所

（以下五井）社長の西川英治氏と職員へのヒアリング調

査に加え、2020 年 10月～12月での複数回での現地観察

調査を行った。まずは現地観察調査から、輪島 KABULET

におけるサービス利用者や職員の利用・交流事例を把握

する。その後、それらの観察調査を行う上で特徴的であ 
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る事例やそれらを誘発していると思われる空間上の特

性について、輪島KABULET 職員・五井職員・各種サービ

ス利用者・施設周辺の商店へのヒアリング調査を行う。

日程と概要を表 1 に示し、具体的な調査内容を以下で説

明する。 

〇巡回調査：平日、週末の二日間で、10 時～21 時の 15

分ごとに輪島KABULET 各施設（食事処、共用廊下、拠点

2 階、高齢者デイ、ウェルネス、ママカフェ）を見回り、

利用人数、居場所を記録する。注1）注2） 

〇同行調査：福祉サービス利用者の一日に同行し、プロ

グラムや施設間移動、交流事例を記録する。 

〇定点調査：主要動線である前面道路と共用廊下の2 か

所で、10 時～21 時（屋外時の天候：晴れ）の間におけ

る通行人数、交流事例を記録する。 

 

２．研究対象の概要 

2.1 社会福祉法人佛子園の取り組みと「ごちゃまぜ」 

 本研究の対象プロジェクトである輪島KABULET を運営

する社会福祉法人佛子園は、1960 年に戦災孤児や障が

い児を対象とした入所施設を開設して以来、障がい者の

グループホームや就労支援の場として様々な施設を石川

県内に展開してきた。 

 そして2008 年に廃寺活用の依頼を受けた西圓寺をき

っかけに、障害の有無や年齢を超えた横断的福祉サービ

スの提供と温泉や食事処を始めとした地域交流拠点を設

けることで、共生社会の実現へ取り組んできた。 

 これら佛子園が行ってきた横断的福祉サービスの提供

と地域交流拠点の設置による共生社会の実現に向けた取

り組みのキーワードの一つが「ごちゃまぜ」である。本

研究では、この「ごちゃまぜ」を「障害や年齢、社会的

立場に拘ることなく、誰もが相互に作用しあえる関係性

が作られている状態」とし、「ごちゃまぜ」において作用

しあっている主体を輪島KABULET を敷地とした実態を観

察し、それを促すサイクルを考察する。 

2.2 輪島市街地における課題 

 輪島 KABULET が位置する輪島市河井地区は、元々は商

店街や朝市で賑わい、漆塗りの工房が数多く存在する輪

島市の中心市街地であった。しかし、現在では深刻な少

子高齢化に 2007 年の震災被害などが重なり、多くの空

き地・空き家が存在する。輪島KABULET はこれらの空き

地・空き家を改修し、横断的な福祉サービスに加え温泉

や食事処などの非福祉サービスを提供することで、地域

交流拠点としての役割を担っている。 

2.3 輪島 KABULET の概要 

 輪島 KABULET は、2018年 4 月に通所型の高齢者や障が

い児向けのデイサービス・障がい者のグループホーム（以

下GH）、就労支援などの横断的な福祉サービスに加えて、

1 階に食事処や温泉、2 階に住民自治室などを設けた拠

点施設、福祉サービス利用者と非福祉サービス利用者両

方に向けた健康増進を図るフィットネス施設のウェルネ

ス、子供を連れて気軽に滞在できるためのママカフェな

どが設けられている。こうした多様な福祉サービスだけ

でなく、温泉やウェルネスなどの近隣住民が利用するた

めの施設を設けることにより、障害の有無や年齢の幅を

超えた福祉サービス利用者同士の交流に加えて、福祉サ

ービス利用者と近隣の福祉サービスを利用しない人々と

の交流のきっかけとなる施設である。 

さらに、輪島 KABULET は佛子園や JOCA から派遣され

た職員に加えて、輪島在住のパートスタッフやイベント

時に利用者や近隣住民が運営スタッフとしてボランティ

アを行うこともあるように、利用者と運営者が多様な目

的や参加経緯、立場をもって施設に存在している。 

表1：調査概要 

 

 

 

図1：輪島KABULETにおける利用者・運営者属性分類 
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また、図 2 で表したように、2018年の開所以降、輪島

市内に存在する空き地空き家を改修することにより、新

たな GH やゲストハウスなどを開設しており、現在も展

開中のプロジェクトである。 

2.4 輪島 KABULET における施設運営と建築設計の特徴 

 輪島 KABULET の共存・交流を促すための施設運営の特

徴として「多様な利用者・運営者属性の分類」「施設全体

が就労支援の場」「複数の施設を利用し

た福祉プログラム」、建築設計の特徴と

して「内部空間の透過性」「内外空間の

透過性と動線の複層化」「開放的な空間

構成と機能よりコミュニティ」「通りと

の関係性を重視したデザイン」の各 4 

つが挙げられる。図 3 で、輪島KABULET 

の各施設の平面図へ建築設計の特徴を

プロットする。ここから輪島 KABULET 

の拠点施設では、屋内外の動線空間と

隣接する滞留空間において透過性の高

い境界部のデザインが為されているこ

とが分かる。 

 

３．輪島KABULET における利用・交流

事例 

 3 章では、2018 年の開所から 3 年が

経過した2020年 10月と12月に行った

現地での観察調査を踏まえて、輪島

KABULET の拠点エリアにおける職員や

福祉・非福祉両方のサービス利用者、近隣住民の利用と

交流事例について分析を行う。 

3.1 社会化と社会活動に関して 

 槙文彦氏は建築デザインのプロセスとして、「空間化、

建築化、社会化」を挙げ 5）、特に「社会化」に関して、建

築の完成後に建築家を抜きにして、使用者 や利用者、そ

して社会意志を加えて建築と人間が濃密な関係を創り出

図2：輪島KABULET 各施設の配置図と概要表 

図 3：輪島KABULET 各施設の配置図と建築設計の特徴 
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すことであると述べている。 

 そこで、本研究では、輪島

KABULET に存在する多様な主

体が施設の様々な空間や機能

を利用することによって、施

設内部での職員などの運営

者、サービス利用者、さらに地

域との関係性が構築され、次

の施設利用へ繋がっていくよ

うな、循環する状態を輪島

KABULET における「社会化」と

定義する。 

 また、ヤン・ゲールは屋外活動の三つの型の一つに、

他者との偶発的な関わりとしての「社会活動」を挙げて

いる。6）本研究の対象である輪島 KABULET は横断的な福

祉サービスに加えて、温泉や食事処、ウェルネスなど福

祉サービスを利用しない利用者も同様の施設を利用する

ことが特徴である。このように、利用するサービスのプ

ログラムや参加経緯が異なる利用者間で共存・交流が発

生する際の一要素として社会活動における「偶発性」に

注目し、同じプログラムで活動していない職員や利用者

同士での共存・交流について分析を行う。 

 これらを踏まえて、3 章では輪島KABULET における社

会的価値を「利用者・運営者・地域間での関係性構築を

促すこと」とし、関係性構築のための他者との偶発的な

関わり、つまり社会活動を生み出す設計 の特徴と設計か

ら3 年がたつ2020 年の観察調査で見られた共存・交流

事例との関わりについて分析する。 

3.2 共存・交流の定義 

 本研究では、「共存」は複数の属性を持つ利用者や運営

者が同一もしくは連続する空間で直接的な交流を持つこ

となく共に時間を過ごすこととする。それに対し、「交流」

は利用者や運営者が挨拶や会話など直接的に関わり合う

こととする。 

3.3 巡回調査から見る共存・交流の傾向 

 巡回調査は、2020 年 10/4（日）と 10/6（火）の二日

間で、10時～21時の15分ごとに輪島KABULET各施設（食

事処、共用廊下、拠点2階、高齢者デイ、ウェルネス、

ママカフェ）を見回り、複数属性の利用者・運営者間で

の共存・交流事例（2日で175事例）を記録した（表 2）。 

 巡回調査において発見された175事例を、拠点エリア

における共存・交流を発生経緯の観点から 4 種類に分類

する。注3） 

①共通のプログラムを利用することによる共存・交流 

②異なるプログラムによってある一つの空間に集められ

たことによる共存・交流 

③動線横の滞留空間に居座る主体とそこを通りがかかる

主体間での共存・交流 

④複数の内外空間が繋がることで、他者の存在を認識す

ることによる共存・交流 

 ここから以下の事が分かる。 

1）二日間を通して、食事処とウェルネスにおいて同プロ

グラムでの共存・交流事例が多く見られた。これは、食

事やウェルネスのレッスンといった明確な目的があり、

かつ人が集まりやすい時間帯がある施設に、複数の属性

の利用者・運営者が集まったことが分かる。 

2）拠点 2 階やママカフェでは、異なるプログラムの共

存・交流事例が比較的多く見られた。拠点2階は主に住

民自治室として学生の勉強や近隣住民の談笑、就労支援

利用の障がい者の休憩場所として使われているため、偶

発的な共存・交流が見られた。ママカフェは、現在就労

支援B型を利用する障がい者の人たちが日中作業する空

間として利用しているため、そこに近隣の子連れの親た

ちや他サービスの利用者が休憩に来た際に、共存・交流

が生まれている。 

3）調査した両日で共用廊下において、12 の共存・交流

事例が見られた。この共用廊下は、五井へのヒアリング

調査でもあるように、輪島KABULET における建築設計の

特徴の一つである「動線部の複層化」によるもので、拠

点施設の玄関から温泉施設や食事処、2 階住民自治室な

ど全室へのアクセスに必要な動線となっている。さらに、

この動線横に休憩室を設置し、共用廊下、食事処、休憩

室の間の壁を一切無くすことによって、廊下を通る人が

休憩室や食事処で寛ぐ他の利用者や清掃を行う職員など

と顔を合わせやすい設計となっていることで、自然と相

席や挨拶を行う場面が見られた。 

表2：巡回調査で見られた共存・交流事例 
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 以上より、拠点エリアにおける共存・交流の傾向とし

て、食事処やウェルネスのような同一の目的を持つ施設

に複数の属性の利用者・運営者が集まる事例と利用者が

それぞれの目的を持つ中で空間を共有する事例に分けら

れることが分かった。さらに、拠点施設の共用廊下では、

各室への動線が意図的に集中されており、そこに隣接す

る滞留空間が開放的に設計されていることで共存・交流

が促されていることも分かった。 

3.4 同行調査から見る共存・交流の傾向 

 同行調査は、各福祉サービス（高齢者デイ・障がい児

放課後等デイ・就労支援 A 型、B 型）利用者における一

日のプログラムに密着し、活動時間内での活動施設と活

動内容、共存・交流事例を記録した。 

 図4は、各福祉サービスの活動時間毎の活動場所を表

している。この図から、高齢者デイ、放課後等デイ、就

図4：同行調査による各福祉サービスの時間毎の活動場所の変化 

図 5：高齢者デイ利用者による食事処への移動経路 
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労支援B型は活動時間内に施設間を移動する回数が多い

ことが分かる。例えば高齢者デイ利用者は午前中のプロ

グラムとして 10 時に前面道路向かいのウェルネスへ移

動し、11 時から各自温泉へ入りに拠点施設へ移動する。

12時には食事処で昼食を食べ、午後は午前に温泉に入ら

なかった人は温泉へ行き、その他の時間は高齢者デイ施

設でレクリエーションや別室でのマッサージなどを受け

ている。 

放課後等デイでも、基本活動場所は拠点2階のこども

ラボであるが、他にも拠点2階の廊下や温泉施設、食事

処、ウェルネス、ママカフェなど拠点エリアの様々な室

で時間を過ごしており、14 時から 16 時においては施設

外の児童館で近隣の子供たちと同じ空間で遊ぶ場面も見

られた。 

今回の同行調査では、就労支援A型は食事処で接客業

務を行う障がい者に同行し、就労支援Ｂ型ではママカフ

ェで内職などの軽作業を行う障がい者に同行した。まず、

就労支援Ｂ型の利用者がプログラムとして施設を移動す

るのは、10時 30 分の朝礼と食事のために拠点 2階の住

民自治室への移動が基本となるが、作業の成果物を 200

ｍほど離れた別の建物に運搬する必要があるため、ママ

カフェからアプローチを抜けて移動する場面が午前中に

何度も見られた。今回同行調査を行った就労Ａ型利用者

は、食事処での勤務であったため施設間を移動すること

は見られなかったが、他の職員や福祉サービス利用者、

非福祉サービス利用者が食事処に来た際や、共用廊下を

歩く際に挨拶を交わす場面が8事例見られた。 

 以上の事から、施設運営の特徴でも述べた、輪島

KABULET の福祉サービスのプログラムの特徴である利用

者の施設間移動の実態が明らかとなった。従来の閉鎖的

な福祉施設とは異なり、福祉サービス利用者が前面道路

を含む拠点エリアの様々な施設を活用して一日を過ごす

ことにより、他の福祉サービス利用者や非福祉サービス

利用者、近隣住民の目に触れやすくしていることが分か

る。さらに、建築設計の特徴である動線の複層化や内外

空間の透過性によって、移動時に他の利用者と出会いや

すい工夫や他の室内からも視認できやすい環境を設ける

ことによって、複数の属性間での共存・交流を促してい

ることが分かった。 

3.5 定点調査から見る共存・交流の傾向 

 定点調査では、輪島KABULET拠点エリアの主要動線で

ある拠点施設1階の共用廊下と屋外である前面道路での

通行者数と共存・交流事例の記録を行った。 

まず10/3（土）に行った拠点施設1階の共用廊下の定

点観察調査では一日の通行者数が218人、挨拶や会話な

どの交流が18事例見られた。交流事例の内訳として、①

共用廊下をお互いに歩く人が挨拶や会話を行う事例。こ

の場合はごく短時間の交流である。②共用廊下を移動す

る人と休憩所や食事処に滞留する人が挨拶し、交流する

事例。これは巡回調査でも述べたように、共用廊下に面

する休憩所・食事処の間に壁などを設けずに、三つの室

が開放されて繋がっていることで、動線から滞留空間で

寛ぐ人が見え、滞留空間から動線を移動する人が見える

ことで、偶発的な交流に繋がっていることが分かる。 

次に、12/9（水）に行った前面道路の定点観察調査で

は、一日の通行者数が 691 人（内施設利用が無い通行人

や車は119人）、交流事例が27事例発見された。 

図 6 は 15 分毎の前面道路の通行者数を属性ごとに分

類し、上部には 27 つの交流事例における主体の組合せ

を表した図である。ここから 10 時～14 時の就労支援の

プログラムがある時間帯は障がい者の通行者数が多く見

られ、30分ごとに高齢者の通行も多く見られた。高齢者

の通行が多く見られるのは、同行調査でも挙げたように、

高齢者デイのプログラムとして、午前中はウェルネスや

温泉、食事処など高齢者デイ施設以外の施設で活動する

からである。また、11：30 に、近隣幼稚園の子供が散歩

の途中に立ち寄り、アプローチに流れる小川や広場で遊

んだり、保育士の先生と施設を訪れた利用者が会話する

場面が見られた。 

ここで、前面道路の定点観察を行う中で集中して交流

が見られた、ウェルネス縁側で昼食時に滞在する習慣を

持つ就労支援A 型利用の障がい者の事例を分析する。こ

の障がい者は勤務時の12：00～12： 30 前後に図4 で

赤色の点で示した位置で雑誌を読むことが巡回調査と職

員へヒアリングにて分かっており、12/9（水）の定点観

察においても、12：15～ 12：45 に縁側に座る様子が観

察された。その際、30 分間での前面道路の通行者数は 57 

名、その中でもこの障がい者との交流が 7 事例見られた。  

この障がい者が座る縁側は、拠点施設・高齢者デイ・

ウェルネス・ママカフェ全ての玄関が接することで、複

数の動線が重なる場所ということに加えて、ウェルネス

から前面道路に向けて大きなガラス戸が設置されており、

食事処や高齢者デイなどの他施設の室内からもガラス戸

によって最も視認されやすい空間といえる。さらに、4.2

で記す様に、輪島KABULET で定期的に開催される屋外イ

ベントでは、この前面道路を歩行者天国化し、ウェルネ
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スの一階から縁側をステージとして様々な出し物を行っ

ていたり、施設利用者の日常的な送迎の場所としても利

用されている中心的な場所であることも観察調査から分

かった。 

以上の事から、拠点エリアにおける動線空間には、意

図的に利用者や職員が集中することによって移動時の偶

発的な出会いや挨拶を促す複層化と、動線部に向けてガ

ラス戸や壁を取り払うことによって視認性を確保するこ

とで共存・交流の機会をより多く確保されていることが

分かった。 

3.6 観察調査のまとめ 

 このように日常的な施設利用における共存・交流事例

と施設運営・建築設計の特徴との関わりを分析したこと

で、輪島KABULET 内における利用者・運営者間での関係

性の構築は、プログラムや運営者の兼任による施設間移

動の促進と建築設計による移動による社会活動を促すた

めの動線・滞留空間・境界部における一体的な空間のデ

ザインが関係していることが分かった。 

 

４．輪島KABULET による施設利用者と地域との関係性構

築のための取り組み 

 3 章では、輪島 KABULET における日常的な施設利用に

よって発生する施設内外での共存・交流の事例を分析に

した。4 章では、日常的な福祉プログラムや各種サービ

スの利用に加えて、各季節間でのイベントや有志によっ

て行われている棚貸での販売、就労支援利用の障がい者

による輪島市内への施設外就労を職員へのヒアリングか

ら整理した。これにより、3 章で明らかにした日常的な

各種サービスに伴う職員や利用者同士での空間の共有以

外にも、モノやイベント、人材、就労活動を地域の人々

と共有することによる関係性構築の方法について分析す

る。 

4.1 施設内でのモノのシェアリング 

 輪島 KABULET では 、ミシン漆器といった日用品から

ウウェェルルネネスス  

図6：前面道路の通行者数の時間別推移と交流事例の主体の組合せ表 

図 7：前面道路で休む障がい者の位置と前面道路の動

線・役割 
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季節ごとの飾りなどを利用者から借り受

け、他のサービスに活用する場面や、共用

廊下で野菜や海鮮加工品、マスクの棚貸

といった空間の共有によって、 関係性構

築と共有が相互に発生していることが職

員へのヒアリングから分かった。具体的

な内訳としては、拠点施設やウェルネス

において公募したものや利用者との会話

の中で生まれた貸し借り・棚貸の事例と

して17件、地元在住のスタッフによる提

供物が 4件行われてきた。さらに、調査

時の2020年には、近隣住民へ次亜塩素酸

消毒液を無料で配布したことによって、

これまで輪島 KABULET のイベントや GH

新設に良い意見を持っていなかった住民

らと関わる機会を設けることができ、そ

の後のイベント等に参加してくれる場面

も見られたという。 

 このことから、輪島 KABULET内の利用

者から職員まで様々な主体がモノや棚な

どの空間を共有することを通して関係性

構築を進め、その関係性がさらに新たな

モノや空間の共有を進めていることが分

かった。 

4.2 イベント開催とボランティアの関

与 

輪島KABULET の職員へのヒアリング調

査と FACEBOOK による情報発信を整理す

ることによって、2018 年から 2020 年

におけるイベント開催の履歴とそこに関

わってきたボランティアの実態を調査し

た。 

まず、表 4で輪島 KABULET 開所時から

2020 年 10 月までのイベント開催の履歴

を整理した。主なイベントとしては、毎

年 4 月に行われるグランドオープンや周

年祭と夏のビアガーデン、秋のハロウィ

ン、冬のクリスマスと各季節に様々なイ

ベントが開催されてきた。これらの中で、

表に赤文字で記したイベントでは、近隣

住民や商店街、周辺の幼稚園・高校・大

学などから年齢問わず様々な人がボラン

ティアとして参加していたことが分かっ

表5：就労支援利用者が行ってきた施設外活動 

表 3：2018年からの輪島KABULET で開催したイベント履歴 

表 4：ボランティアが関わってきたイベントの経緯・詳細 
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た。 

特に、2018年の 8月からボランティアとして定期的に

参加している航空学園石川の生徒は、元々ウェルネスの

利用者であった高校の教員からの相談で、夏休みにボラ

ンティア部に所属する留学生たちの活動として放課後等

デイの子供たちへ夏休みに勉強を教えることがきっかけ

として始まった。その後、イベントへの参加を通して職

員や利用者との関係性構築が為されることによって、定

期的なボランティア活動や自身のイベント参加などが行

われた。 

また、施設内でのイベント以外にも、毎年行われてい

るハロウィンイベントでは、放課後等デイを利用する子

供たちや職員の子供、近隣の子供たちが輪島KABULET 関

連施設であるサ高住や近隣商店を巡り、お菓子を貰うこ

となども行っている。 

このことから、輪島KABULET での定期的なイベント開

催は、日常的な施設利用者同士がより関係性を深めるだ

けでなく、非日常的な催しに興味を持つことでこれまで

施設を利用してこなかった地域住民や団体が参加するき

っかけとなる事や、イベント協力として地域の様々な商

店や幼稚園・学校に出向くことで、施設外でも関係性を

構築するための役割を担っていることが分かった。 

4.3 施設外活動 

 表5では、これまでに行われてきた就労支援利用の障

がい者によって行われた施設外就労を整理する。2016年

のプロジェクト開始前から 2018 年まで輪島市内外の農

作物の収穫や清掃活動の補助を行い、2020年からは輪島

市内のトイレの清掃活動を開始した。このトイレの清掃

活動について、輪島KABULET 職員と元々清掃業務を委託

されていた団体の職員に話を聞くと、施設外の公的な場

所で活動することによって、地域の人びとに存在を認知

してもらうことに加えて、従来は複数の団体が場所ごと

に請け負っていた業務を輪島KABULET が就労支援の活動

として一手に引き受けることによって、障がい者の活動

範囲の拡大とコストカットの両面を意図していることが

分かった。この事例以外にも、奥能登において課題とさ

れてきたジムインストラクター不足を解消するために、

ウェルネスのスタッフと就労支援A型を利用する障がい

者が輪島市内外の様々な施設でレッスンを行っているこ

とが分かった。この活動も、障がい者や輪島KABULET の

認知拡大や地域課題の解決に寄与しているほかに、障害

を持つ人々が対人のレッスンを行えることを他の障がい

者へ向けて発信ことにより、彼らへのロールモデルにな

り得ることを目的としていた。 

このことから、輪島KABULET では就労支援の活動とし

て障がい者が施設外で様々な活動を行うことで、これま

で閉鎖的な施設内で完結したプログラムで活動すること

により社会から分断されてきた障がい者が、地域課題で

ある担い手不足の一つの解決策となると共に、障がいや

輪島 KABULET への理解を促す役割を担っていることが

わかった。 

 

５．結論 

 図 8 で、これまでに分析した日常的な施設利用とモノ

のシェアリング、イベントとボランティア、施設外活動

による施設利用者と運営者、地域との関係性構築のサイ

クルを表した。 

3 章の現地観察調査によって、輪島 KABULET 内の多様

な属性を持つ利用・運営主体が分散配置された複数の空

間や機能を移動しながら活用していることが分かった。

さらに、その移動に際して、建築設計の特徴である動線

を複層化させることで偶発的に出会う機会をより多く設

ける工夫や動線部に接する休憩室や食堂に壁を出来る限

り排除し、施設の内外境界部分である扉や窓を大きなガ

ラス戸にすることで、動線での活動をより視認しやすく

し、異なる室同士や内部と外部でお互いの存在が確認し

やすい環境が作られていることで共存・交流の事例が促

されていることも分かった。 

さらに、4 章では、日常的な施設利用による関係性構

築だけでなく、施設内での利用者同士や職員も含んだモ

ノ・空間・イベントを通じたボランティアや施設外就労

による地域の課題解決と輪島KABULET の認知拡大を目指

した人材のシェアリングが行われていることが分かった。 

図8：日常的な施設利用とモノ・空間・人材の共有による 

施設利用者・運営者と地域との関係性構築のサイクル図 
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セッション３ 

［居住地の持続と変容］ 

 

 

 

  

この取り組みは、現在施設を利用している人たちの間

での関係性構築の循環に、これまで利用してこなかった

地域の様々な主体を巻き込むだけでなく、施設に来る以

外にも様々な地域との関わり方を生み出していく役割を

担っていることが推測される。 

 このように、複数の属性を持つ主体が共存・交流する

ために設けられた多様なサービスや空間を利用すること

に加えて、自身の持つモノや人材としての価値を提供す

ることで、施設内外での利用者・運営者・地域間での関

係性構築が進むサイクルが生まれようとしていることが

分かった。このように、ただサービスを利用する消費者

として施設を訪れるのでなく、知り合いや仲のいい友人

に会いに行くことや様々な価値提供を行う中で、輪島

KABULET が利用者や運営者の生活の一部となり、自然と

人が集い賑わう循環が生まれることを本研究では「社会

化」の一つであると考える。 

 今後は、設計者が開所から3年が経った現在の利用方

法や共存・交流事例を踏まえて、当初の設計段階での想

定とどのような差異があるのかを分析することで、西川

英治氏の「ごちゃまぜ」設計論の検証を行っていきたい

と思う。 
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注釈 

注 1）現地調査での事例数の数え方として、同一の人物が重複していた

としてもそれぞれ 1 事例とカウントする。巡回調査では、各時間で

同一の人物が複数の時間で同じ場所に滞在した際も各時間に 1 事例

としてカウントするものとする。同行調査では、輪島 KABULET の提

供するサービスごとに一日のプログラム同行調査を行う。その中で、

同一プログラム内で利用者それぞれが複数の施設を利用する場合は、

可能な限り追跡を行い、移動する利用者の移動中・移動後の施設での

利用・交流事例を確認後、もとの同行調査を開始する。定点調査では、

同一人物であっても、一度の通行で 1 人としてカウントする。ただ

し、車での通過は人数がカウントできないので、一台につき 1 人と

する。 

注 2）本文では、施設の名称として現地での職員や利用者が扱うものを

参考に、以下の施設名で記述する。食事処、共用廊下、拠点 2階は同

一の建物であり、これを「拠点施設」と表現する。その他、拠点施設

と敷地内アプローチを挟んだ高齢者通所デイサービスを提供する施

設を「高齢者デイ」、道路向かいにあるスタジオやフィットネス器具

が設置されている施設を「ウェルネス」、カフェや就労支援の場とし

て利用されている施設を「ママカフェ」 

注 3）同プログラムと異プログラムの分け方として、利用者・運営者の

属性分類に従ってプログラムを分類した。つまり福祉サービス利用

者はその利用福祉サービスを 1 つの分類として「高齢者（＝高齢者

デイ）」「障がい者（＝就労支援）」「子供（＝放課後等デイ）」として

1 プログラムとカウントし、非福祉サービス利用者は 1 プログラム

と分類する。 
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